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エーザイはWHOのリンパ系フィラリア症
制圧活動を支援しています。

代表執行役社長（CEO）

株主の皆様へ

業績のポイント

●第2四半期（累計）の連結売上高は、2,884億60
百万円(前年同期比12．9％減）となりました。

●売上高については、新製品群が着実に伸長する
一方、市場環境の激化、日本における薬価改定
等の影響を受け、アルツハイマー型認知症治療
剤「アリセプト」は534億26百万円（前年同期比
34.3％減）、プロトンポンプ阻害剤「パリエット」
（米国名「アシフェックス」）は532億78百万円
（同15.8％減）となりました。がん関連領域製品
は、「ハラヴェン」の貢献により484億87百万円
（同4.7％増）となり、連結売上高構成比は前年
同期の14.0％から16.8％に拡大しました。てん
かん領域製品は、「ファイコンパ」の欧州における
新発売も貢献し、73億81百万円（同11.7％増）
と二桁成長を果たしました。
●利益については、売上高減少に伴う粗利の減少
により、減益となりましたが、日本、欧州における
「アリセプト」提携費用の減少に加え、構造改革
による人件費の減少、全社での費用効率化等に
より、営業利益率は12.9％と第1四半期と同水
準となりました。

株主の皆様には、日頃より
ご指導、ご支援を賜り、誠に
有難うございます。
2013年3月期第2四半期
決算と経営の状況をご報
告申し上げます。



株主通信
2013年3月期第2四半期報告

株主還元について第2四半期決算の概況
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（　）内は構成比主力製品の売上高

ヒュミラ
140億円（4.9％）

がん関連領域製品
485億円（16.8％）
（うちハラヴェン108億円）

アリセプト
534億円（18.5%）

その他
パリエット/
アシフェックス
533億円（18.5%）

（　）内は構成比報告セグメント別売上高＊1

イースト・アジア
医薬品事業
1,839億円
（63.8％）

EMEA医薬品事業
125億円（4.3%）

アメリカス
医薬品事業
752億円
（26.1%）

その他
134億円（4.6%）

インド・パシフィック医薬品事業
34億円（1.2%）

イースト・アジア
医薬品事業
749億円
（75.4％）

EMEA医薬品事業
6億円（0.6%）

アメリカス
医薬品事業
167億円
（16.8%）

その他
63億円（6.4%）

インド・パシフィック医薬品事業
8億円（0.8%）

報告セグメント別利益＊1、＊2

（数字は四捨五入表示）

＊本株主通信に記載されている予想および計画等は、さまざまな不確定要素
（経済情勢、薬事制度、研究開発上のリスク、製造承認許可など）により
変動するものであることをご了解願います。

*1：今期より、医薬品事業をイースト・アジア（日本、中国、韓国、台湾、香港）、
アメリカス（北米、中南米）、EMEA（欧州、中東、アフリカ）、インド・パシ
フィック（Indo-Pacific: 南アジア、アセアン、オセアニア）の4つの新しい
報告セグメントとして構成いたしました。

*2：研究開発費（574億円）および親会社の本社管理費等（45億円）は、
報告セグメント別利益に配分しておりません。

　株主還元については、連結業績、連結純資産
配当率*1（DOE）およびキャッシュ・インカム*2を
総合的に勘案し、株主の皆様へ継続的・安定的
な配当を実施しております。
　2013年3月期の中間配当金は、株主の皆様
への継続的・安定的な配当という基本方針に
もとづき、1株当たり70円とさせていただきます。
なお、期末配当金は80円（年間配当金150円）
を見込んでおります。
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＊1 純資産配当率（DOE）＝配当性向×自己資本当期純利益率
 DOEには、株主の皆様への利益配分を示す配当性向
と、株主の皆様が投資した資金を使いどれだけ効果的に
利益を出せたかを示す自己資本当期純利益率の2つの
要素が含まれております。

＊2 キャッシュ・インカムは、成長投資、配当支払、借入返済
等に使用可能なキャッシュの総額であり、企業の成長性・
戦略を検証する尺度と考えております。

 算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費
 　　 ＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額
 　　 ＋減損損失（投資有価証券評価損含む）
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●抗てんかん剤「ファイコンパ」を欧州で新発売
　2012年7月、自社創製の抗てんかん剤「ファイコンパ」（一般名：ペランパネル）が12歳以上のてんかん患者様の部分
発作に対する併用療法として、欧州委員会より承認を取得いたしました。9月には英国、ドイツ、オーストリア、デンマーク
で新発売いたしました。米国でも2012年10月に承認を取得し、発売準備の段階です。
　当社はてんかん領域を重点疾患領域と位置づけ、「ゾネグラン」、「ゼビニクス」、「イノベ
ロン」をすでに販売しておりますが、新たに「ファイコンパ」を加えることで、複数の治療オプ
ションが提供でき、患者様とそのご家族の多様なニーズの充足とベネフィット向上に貢献
してまいります。

●肥満症治療剤「ベルヴィーク」の販売承認権をアリーナ社から承継
　2012年6月に米国で承認された肥満症治療剤「ベルヴィーク」の販売承認権が、7月にアリーナ・ファーマシュー
ティカルズ社（米国）から当社の米国子会社エーザイ・インクに承継されました。肥満は、糖尿病、脂質異常症、高血圧症
といった合併症に関係し、米国では大きな社会問題となっております。当社は米国で大きく期待される肥満症治療領域
において、新たな治療選択肢となる新薬を提供することとなります。

●新グローバル生産体制に移行
　2012年10月より、生産体制を大きく変更いたしました。当社はこれまでも、薬剤を供給するという発想ではなく、
患者様からの需要（デマンド）という発想で、生産体制にエーザイ・デマンド・チェーン・システムズという名称をつけ、
顧客歓喜の増大をめざす活動を展開しております。このたびの変更では、従来の工場ごとに責任者をおいて管理する体制
から、製品群ごとに責任者をおいて管理する体制としました。品質保証や製造委託先の管理等、共通の機能については、
その専任組織を設置し、グローバルに一括して管理します。
　当社は、大グローバリゼーション時代における顧客ニーズの多様化に対応し、高品質かつアフォーダブルプライシング
（患者様が購入し易い価格設定）を実現することにより、顧客歓喜に繋がる製品をお届けし、世界の患者様とそのご家族
のベネフィット向上に貢献してまいります。

トピックス

「認知症地域支援マップ」を開設
　2012年7月、認知症啓発サイト「e-65.net
（イーローゴ・ネット）」内に、各地域で認知症に
ついて相談可能な医療機関、地域包括支援セン
ターを検索できる「認知症地域支援マップ」を
開設いたしました。
http://www.e-65.net/

　この「認知症地域支援マップ」が、ご本人や
そのご家族に認知症と疑われる症状が生じた
時に、気軽にお住まい近くの「医療機関」や「地域
包括支援センター」にご相談いただく一助となり、
早期診断、早期対応につながることを期待して
います。

この「認知症地域支援マップ」が、ご本人や
そのご家族に認知症と疑われる症状が生じた

こちらをクリック

DCU: デマンド・チェーン・ユニット

製品群ごとのグローバル・マネジメント体制地域ごとの工場マネジメント体制
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開発品の状況

4月以降に開発ステージに進捗があった開発品は以下のとおりです。（2012年10月末現在）

領
域

製品名、
開発品コード 概要剤形 地域

開発状況

フェーズⅡ フェーズⅢ 申請 承認

血
管
・
免
疫
反
応

ケアラム
（T-614） 日本関節リウマチ治療剤／関節リウマチ経口

消
化
器
・
肝
臓

パリエット
（E3810）

経口

日本

日本

プロトンポンプ阻害剤／【剤形追加】ヘリコバク
ター・ピロリ除菌用3剤併用パック製剤

血管
塞栓
材

経口

E7040 血管塞栓用ビーズ／多血性腫瘍に対する血管塞栓
療法

日本
が
ん
、支
持
療
法

神
経

経口
ゾネグラン
（E2090）

てんかん治療剤／【効能・効果追加】部分てんかん
単剤療法

てんかん治療剤／【効能・効果追加】部分てんかん
小児適応

欧州

欧州

6月

6月

ヒュミラ
（D2E7）

日本ヒト型抗ヒトTNFαモノクローナル抗体／
【効能・効果追加】関節の構造的損傷の防止注射 8月

経口ファイコンパ
（E2007） AMPA受容体拮抗剤／部分てんかん

欧州 7月

米国 10月

プロトンポンプ阻害剤／【効能・効果追加】ヘリコ
バクター・ピロリ感染胃炎における3剤除菌療法 

経口E2080 てんかん治療剤／レノックス・ガストー症候群の
併用療法 日本

ポリADPリボースポリメラーゼ阻害剤／メラノーマE7016 米国

注射MORAb-004 モノクローナル抗体／肉腫 米欧
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株式に関するメモ 株式の状況

事　業　年　度 4月1日～翌年3月31日
配当金基準日 期末配当　3月31日
 中間配当　9月30日
定時株主総会 6月
株主名簿管理人
特別口座管理機関 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同　連　絡　先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒137-8081
 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 TEL：0120-232-711（通話料無料）
 （平日　9：00～17：00　オペレーター対応）
上場証券取引所 東京証券取引所、大阪証券取引所
公　告　方　法 電子公告により行う
   公告掲載ＵＲＬ
  http://www.eisai.co.jp/fr/index.html

ただし、やむを得ない事由が生じた
場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

株式に関するお問い合わせ先
エーザイ株式会社　総務・環境安全部

TEL：0120-501-217
（平日　9：00～17：00　通話料無料） 

株式に関するお手続き等について

発行可能株式総数 1,100,000,000株

発行済株式総数 296,566,949株

うち自己株式数  11,562,964株

株　　主　　数 99,004名

（2012年9月30日現在）

大株主の状況
（2012年9月30日現在）

＊持株数は切捨表示しております。
＊持株比率は自己株式を含む発行済株式数に対する割合として
算出しております。

＊自己株式11,562千株（3.90%）は、議決権がないため除いて
おります。

＊表中の株主名は、2012年9月末時点の株主名簿で確認でき
た名義のみ記載しております。

＊株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）に預
託されていなかった株主様の株式は、当社が株主名簿管理人
である三菱UFJ信託銀行に「特別口座」を開設して記録、管理
しております。

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社 21,283 7.18
（信託口）
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社 17,064 5.75
（信託口）
日本生命保険相互会社 15,344 5.17
株式会社埼玉りそな銀行 8,300 2.80
SSBT OD05 OMNIBUS
ACCOUNT - TREATY 7,590 2.56
CLIENTS 
エーザイ従業員持株会 7,193 2.43
ジェーピー モルガン
チェース バンク  5,333 1.80
385147
株式会社
みずほコーポレート銀行 4,680 1.58

公益財団法人
内藤記念科学振興財団 4,207 1.42

資産管理サービス信託銀行
株式会社（証券投資信託口） 2,974 1.00

証券会社にて株式
をお持ちの場合

お取引の証券会
社にお問い合わ
せください。

三菱UFJ信託銀行 証券代行部
TEL：0120-232-711
（通話料無料）

三菱UFJ信
託銀行にお
問い合わせ
ください。

お問い合わせ内容 特別口座＊
の場合

住所変更
単元未満株式の
買取請求
配当金受取方法の変更

未受領の配当金の
受取方法
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お知らせ

「復興特別所得税」に関するご案内
　東日本大震災からの復興のための施策を実
施するために必要な財源の確保に関する特別
措置法の施行に伴い、上場株式等の配当等に
係る所得税に対し、2013年1月1日から2037年
12月31日まで、復興特別所得税として所得税
の2.1%が追加課税されることになりますので、
ご案内いたします。
　なお、当社の場合、来年5月にお支払い予定
の期末配当金から対象となります。

配当金の口座振込によるお受取りのご案内
　配当金のお受取りは、口座振込のご利用が
便利です。
　口座振込をご指定いただきますと、配当金支
払開始日にご指定の銀行等の口座に配当金を
お振込いたしますので、迅速･安全･確実に配
当金をお受取りいただけます。郵便局に出向く
必要もなく大変便利です。
　ご希望の株主様は以下のお問い合わせ先に
お問い合わせください。

「特別口座」で株式をお持ちの株主様へ
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保
管振替機構）に預託されていなかった株主様
の株式は、株主名簿管理人である三菱UFJ信
託銀行に当社が「特別口座」を開設して記録、
管理しております。
　この「特別口座」は、あくまで暫定的な口座であ
り、売買の際には、証券会社の取引口座に振り替
えていただく必要がありますので、お早めに証券
会社の取引口座への振替をお願いいたします。
　お手続きにつきましては、以下のお問い合わ
せ先にお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞
証券会社にて株式をお持ちの株主様
▶▶お取引のある（口座を開設されている）
証券会社

特別口座にて株式をお持ちの株主様
▶▶三菱ＵＦＪ信託銀行　証券代行部
0120-232-711（通話料無料）

●

●

（※）証券税制における軽減税率の適用終了による税率の変更です。

所得税 復興特別
所得税

住民税 合計

2012年
12月31日まで

2013年
1月1日から
2013年

12月31日まで

2014年
1月1日から
2037年

12月31日まで

2038年
1月1日から

7%

7%

15%（※）

15%

̶

0.147%

0.315%

̶

3%

3%

5%（※）

5%

10%

10.147%

20.315%

20%

上場株式等の配当等に係る源泉徴収税率


